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1 Introduction

統計学における重要なテーマの一つに曲線回帰がある. ここでは代数曲線

のみを扱う. 代数曲線回帰の最も良く用いられる手法の一つに最小二乗法が

ある. この方法では,回帰すべき代数曲線の次数を決めなくてはならないが,

それを決定する明確な方法がない,という欠点がある. [2]は, Border Bases を

用いて代数曲線回帰を行うアイデアを述べている.これは,上記の欠点を補う

ものであるが,[2]では例示があるのみで詳細に考察されていない. 本研究はこ

の「Border Bases 法」の性質と課題を考察したものである.

2 Border Bases

以下, P = R[x1, ..., xn] , Tn =
{
xa1
1 · · ·xan

n | ai ∈ Z≥0

}
とする.

Definition 2.1 O =
{
t1, .., tµ

}
: order ideal ,

∂O =
{
b1, ..., bν

}
: border of O ,

gi = bj −
∑µ

i=1 αijti とし, B =
{
g1, ..., gν

}
とおく.

I ⊂ P : zero dimensional ideal , B ⊂ I とする.

このとき, O が quotient basis for I ならば B を O- border basis of I と
いう.

zero-dimensional ideal は零点集合が有限個な ideal の事とする.

Definition 2.2 X =
{
p1, ..., ps

}
⊂ Rn, O =

{
t1, ..., tµ

}
: order ideal とす

る.

このとき, O が stable with respect to Xε

⇐⇒
def

∀X̃ : admissible perturbation of Xε において

MO(X̃) =


t1(p̃1) · · · tµ(p̃1)

...
. . .

...

t1(p̃s) · · · tµ(p̃s)

 ∈ Mats,µ(R)

が full rank である.

Xε は X を微小変化させたもの全体, X̃ はその元,と考えて良い.
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Proposition 2.3 X ⊂ Rn, O = (t1, ..., ts) quotient basis for I(X)
O : stable with respect to Xε, ∂O =

{
b1, ..., bν

}
とする.

(a)　 ∀X̃ : admissible perturbation of Xε について,

　　　 I(X̃) は O-Border Basis を持つ.

(b)　 B̃ : O-Border Basis of I(X̃) は B̃ =
{
g1, ..., gν

}
　　　ただし, gi = bj −

∑s
i=1 αijti

I(X) の Stable Border Basisと I(X̃) の Stable Border Basisは係数部分の

み,微小に異なる.

→ ∴ X̃ から I(X) を推定（近似）できる.

3 考察・課題

• データの量が十分多ければ,任意の次数の代数曲線で近似できる.

• 何次の代数曲線で近似する事が適当であるか調べる事が出来る.

• R[x1, ..., xn] 上でも近似可能.（理論上）

• 得られる代数曲線が,既約で無い多項式の因数として現れる事がある.

• 検定統計量が不明.

• 「データが少ない,サンプルにばらつきがない,異常なデータの存在」等

により,推定が困難になる.
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